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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・看護グループ内研修のお知らせ

　日　時：2月21（火）2月24日（金）
　　　　17：30～18：30
　場　所：通所リハビリテーションセンター青陽館1階
　対　象：看護・介護全スタッフ
　テーマ：「SSTのフォローアップ」
　講　師：小島　怜、李　蘭
　対象者は、2/13（月）までに出欠の入力をして下さい。
・定期心電図検査について

　2月の定期心電図検査の予定がきています。2/16(木)14時～対象者13名となっています。予定表を印刷してスタッフオフィス内のホワイトボードに貼っていますので各自確認して下さい。

・マスク着用について

　院内は清潔な為、感染予防目的でマスクを着用しているスタッフは着用を控えて下さい。院外でのマスクを着用・自身が咳がでる場合や家族が風邪をひいている場合はマスクを着用して下さい。ノロウィルスなど流行ってきていますので、感染意識を持ち手洗いうがいを徹底して行うようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・井上　和美様～本人より、食事をピーマン禁にしてほしいと訴え聞かれています。今週の診察で主治医へ情報提供して下さい。又、本人訴えてきた場合は診察で主治医へ情報提供する事・食事変更するまではピーマンを取り除いて食事摂取頂くよう伝えていきましょう。

・上村　みわ様～昨日、本人より「口内炎ができた」と訴え聞かれています。スタッフが口腔内の確認をしようとすると拒否見られています。食事の際、歯茎の痛みと訴え義歯を外していることある為、主治医へ情報提供し本日の夕から常食→主食：粥　副食：キザミ食へ変更となります。明日の診察で主治医へ患部の確認をして頂いて下さい。

＜要注目患者様連絡事項＞

・浅野　秀子様～表情の冴えなさ見られています。本日昼食の際、うどんがキザミになっている事に対して怒り口調での独語・泣き出しそうになる事ありますがスタッフ説明にてその場では落ち着き、食事全量摂取されています。昼食後薬服用時に食事について「なんでキザミなのよ」と叫ぶ事あり、スタッフ介入にて落ち着いておりその後叫ぶ事はありません。最近、食事の際義歯をつけて摂取する事出来ている為麺のみ常食可能か、主治医へ食事摂取状況を情報提供していき食事変更を検討していきましょう。作業スタッフからの情報で、些細な事で口調を強めている事があり気分変動見られていたと情報がありました。

　　　　　　　　気分変動見られている為、他者とのトラブルに注意していきましょう。

・菊地　明子様～本日起床時、離床に時間要していました。日課・プログラムは支障なく取り組む事出来ています。昼食後、自室にて臥床している事あり声掛けに「昨日、あまり眠れなかった」と話されています。引き続き、日課・プログラムの取り組み状況の観察、本日から内服薬変更となっている為精神状態の観察を行っていきましょう。

・倉橋　生子様～本人より出血に関する訴え聞かれています。スタッフが部位の確認をしようとすると拒否あります。明日、小坂Drの婦人科診察受診予定です。引き続き、出血の有無観察していきましょう。スタッフオフィス内のホワイトボードに書いている自分の名前(施設体験利用の外出)を気にしており、スタッフを変えて確認してくる事あります。本人訴えてきた場合は、施設体験利用日は決まっているが付き添いスタッフはまだ決まっていない事伝えていきましょう。

＜OT報告＞

・浅野　秀子様～他者に対して些細な事で口調強める事あります。他者とトラブルとならないよう注意して行っていきます。毎週火曜日と木曜日で集団作業をしていますが、集団作業になると不機嫌さ目立っている為、引き続き取り組み状況観察していきます。

・滝澤　久江様～1週間の予定を覚えれずにいます。作業棟内に紙に予定を書き掲示していますが、覚えること出来ません。引き続き、繰り返し教えていきます。

・滝田　英人様～2月に入ってから居眠りが目立っています。集団作業では、出来るだけ協力して皆で行うよう声掛けしていきます。夜間の睡眠状況の観察を行っていきましょう。

＜病棟業務　医事統計＞

　　問題なく行う事出来ています。

＜川端Drケースカンファレンス・診察状況＞

・滝澤　久江様～最近、夜間の尿失禁が目立っています。昨日、夜間帯に2時間おきにトイレ誘導を行い尿失禁なかったとの事ですが2時間おきでは睡眠に影響が出る為、夜間のトイレ誘導時間を変更します。

準夜帯：23時半～24時の間　　深夜帯：3時　　　　

　　　　　　　　昨日からラバーシーツを使用していますので様子を見ていきましょう。ラバーシーツが汚染した場合は本人へ洗濯して頂くようにして下さい。

　　　　　　　　尿検査の結果、白血球が2＋となっています。就床前に陰部洗浄を行っていますが、最近一人で行っている事が多い為きちんとスタッフが確認して洗浄してもらうようにしましょう。尿取りパットのあて方などスタッフがちゃんと確認して下さい。

　　　　　診察→最近、尿失禁が多い事主治医へ情報提供しています。主治医より、ようかん摂取について問われ本人「食べたい」と話されています。本人、訴えてくる事少ない為スタッフから本人へ摂取の有無確認し希望時にようかん摂取して頂くようにしましょう。

・浅野　秀子様～診察時、主治医へ夜間中途覚醒ある事・奇声を発する事・怒鳴る事あること情報提供しています。本人より、排尿間隔が短い事・麺類を常食にしてほしいと訴え聞かれています。主治医より、麺類は義歯が安定して使えるようになってから常食へする事・窒息のリスクが高くなる事伝え本人渋々納得されています。本人より同内容の訴え聞かれた場合は、その都度説明していきましょう。頭部CT検査にてアルツハイマーの所見あり、2/9(木)朝よりドネペジル(その他の中枢神経系用剤)(3)3T 1×朝/7T臨時処方となっています。

・岡田　石子様～夕方の血圧値高値な為、次回の定期薬よりアムロジピン(血管拡張剤)(5)0.5T→1Tへ増薬となります。引き続き、血圧値・身体症状の観察を行っていきましょう。

・大釜　知万様～本人よりカップラーメン摂取の希望があり、主治医より肥満傾向の為勧めない事伝え本人納得されています。2/11(土)11時半～2/12(日)15時まで外出希望あり許可となっています。本人デパートへ行きたいと話されている為、外泊へ行く際、対応したスタッフは御家族へデパートに行きたいと話されている事伝えて下さい。

・山田　隆雄様～散髪について3ヶ月に1回の頻度で行き、今月中に行く事スタッフと約束している事主治医へ情報提供しています。食事の際、醤油を多量に使用しており声掛け要している事情報提供し主治医より、血圧が高くなる為醤油の摂取を控えるよう説明受け本人納得されています。

＜症例検討会＞

　岡田　石子様(67)　　主病名：統合失調症

　保護者：釣　幸子様(妹)…定期的に面会・外出に行っている。

【医師方針】施設入所

【看護方針】・転倒防止

　　　　　・生活能力維持、向上を図る(日課・保清)

【本人の希望】退院したい

【家族の希望】施設入所

《現在の様子》

日常生活面→日常生活全般において、見守り要す。歩行状態の不安定さ見られ、活動時の見守り、入浴介助が必要。日課・プログラム拒否なく取り組まれ、転倒無く経過。時折「床が揺れている」との訴えあり、立ったまま体を揺らしていることあり。本人「以前より揺れる感じは少なくなった」と話す。夜間、良眠で経過。保清面での、不十分さ見られ指導を要し声掛けに拒否はなく取り組まれている。
身体面→夕方の血圧高値目立っており、12/29朝よりアムロジピン(5)0.5T処方となる。以後、朝は100～110台/70前後と安定しているが、昼夕は安定せず時々150～160台みられる。不調の訴え無く経過。
《前回検討した症例により表出された問題に対し、支援を行った結果と評価》

　【転倒防止】

・入浴時はシャワーチェアー・脱衣所で椅子を使用

・靴について、サイズがあっている。

・買い物は歩行ペースが同じ患者様と行き、スタッフがマンツーマンで付き添っている。

・リハビリテーションプログラムについて、転倒リスク高い種目は、参加を制限し、常時付き添っている。

【食事摂取状況】

食事拒否無く、現在BMI→22.0
《今後について》

　・現在、施設(グループホーム)に申し込み中。30入居待ちの状態。

　　→「しろやま・鶴亀荘」H24.2.8の時点では、施設からの連絡無し。
　　　終身のグループホームな為、なかなか入所が決まらない。

　　　グループホームへの入所が決まるまで青風荘入所を検討し、SWから青風荘へ受け入れ可能か確認をしていく。今後、ケア会議を行い入所に関して御家族へ連絡していきましょう。

　・生活保護申請

　　→現在、本人の通帳に200万円の残高あり申請が出来ない状態となっている。
　　　(本人名義の通帳3～4冊合わせて200万円)

　・入院費の支払いについて

　　本人、入院費の支払いについて気にする事あり現在、妹様との外泊時に通帳の記帳と入院費用のコピーを受け取っている。以前より訴えは減ってきている。本人名義の通帳が3～4冊となっており本人が金銭面を気にする要因でもある為、今後通帳を1冊にまとめて頂くよう受け持ちスタッフは釣様へ連絡して下さい。
《今後必要とされる支援》

　日常生活面→・服薬や日課を忘れている事が、目立っている。

　　　　　　　　→適時、声掛け行う。日課表の作成を行い、本人が分かりやすいように表示していく。

・保清面（口腔ケア・更衣）の不十分さが、見られる。

　→清潔保持出来る様に、密な観察行い不十分な点は指導・支援していく

・転倒リスクが高い。

　　　　　　　　→活動時の見守り・付添いを徹底。足挙げ歩行の指導を、継続していく。

　身体面→・血圧高値がみられる為、身体症状の変化・訴えを把握し、都度主治医へ情報提供していく






















